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●
は
じ
め
に

ラ
オ
ス
と
タ
イ
の
間
に
は
、
近
年
、
越
境
イ
ン

フ
ラ
で
あ
る
メ
コ
ン
友
好
橋
が
相
次
い
で
整
備
さ

れ
た
。
ま
ず
、
一
九
九
四
年
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
政
府
の
無
償
援
助
に
よ
り
、
ラ
オ
ス
の
首
都
ビ

エ
ン
チ
ャ
ン
と
タ
イ
の
ノ
ー
ン
カ
ー
イ
県
を
つ
な

ぐ
第
一
メ
コ
ン
友
好
橋
が
開
通
し
た
。
二
〇
〇
〇

年
に
は
、
越
境
イ
ン
フ
ラ
で
は
な
い
が
、
日
本
政

府
の
無
償
援
助
に
よ
り
、
南
部
の
主
要
都
市
で
あ

る
チ
ャ
ン
パ
ー
サ
ッ
ク
県
の
両
岸
を
つ
な
ぐ
ラ

オ
・
日
本
橋
が
完
成
し
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
六

年
一
二
月
に
は
、
日
本
か
ら
の
円
借
款
に
よ
り
、

ラ
オ
ス
と
タ
イ
が
そ
れ
ぞ
れ
約
半
分
を
負
担
す
る
、

ラ
オ
ス
の
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
県
と
タ
イ
の
ム
ク

ダ
ー
ハ
ー
ン
県
を
結
ぶ
第
二
メ
コ
ン
友
好（
国
際
）

橋
１
が
完
成
し
た
。
さ
ら
に
、
第
一
と
第
二
メ
コ

ン
友
好
橋
の
中
間
に
位
置
す
る
ラ
オ
ス
の
タ
ケ
ー

ク
（
カ
ム
ア
ン
県
）
と
タ
イ
の
ナ
コ
ン
パ
ノ
ム
を

結
ぶ
第
三
メ
コ
ン
友
好
橋
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て

い
る
一
方
２
、
南
北
経
済
回
廊
の
一
部
で
あ
る
ラ

オ
ス
の
フ
ア
イ
サ
ー
イ
（
ボ
ケ
オ
県
）
と
タ
イ
の

チ
ェ
ン
コ
ン
（
チ
ェ
ン
ラ
ー
イ
県
）
を
結
ぶ
第
四

メ
コ
ン
友
好
橋
の
建
設
が
タ
イ
や
中
国
政
府
の
支

援
で
計
画
さ
れ
て
い
る
。

メ
コ
ン
橋
の
建
設
は
、
い
わ
ば
、
波
及
効
果
を

期
待
し
た
多
国
間
の
国
際
公
共
事
業
的
な
側
面
が

色
濃
い
。
上
記
か
ら
明
ら
か
の
よ
う
に
、
建
設
資

金
は
、
予
定
を
含
み
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
日
本
の

よ
う
な
国
際
的
な
ド
ナ
ー
国
と
隣
国
に
よ
る
直
接
、

間
接
的
な
支
援
で
あ
る
。
本
稿
の
目
的
は
、

一
九
九
四
年
と
二
〇
〇
六
年
に
完
成
し
、
そ
の
後

の
越
境
経
済
活
動
に
様
々
変
化
を
も
た
ら
し
た
ラ

オ
ス
と
タ
イ
間
の
友
好
橋
の
効
果
に
つ
い
て
の
考

察
で
あ
る
。

●
初
期
条
件
の
違
い

ふ
た
つ
の
メ
コ
ン
友
好
橋
は
、
メ
コ
ン
川
で
隔

て
ら
れ
た
ラ
オ
ス
と
タ
イ
を
結
ぶ
橋
で
橋
を
隔
て

た
対
岸
に
は
、
文
化
的
に
も
民
族
的
に
も
ほ
と
ん

ど
同
一
な
ラ
オ
ス
人
お
よ
び
ラ
オ
族
と
い
わ
れ
る

イ
サ
ー
ン
地
方
の
タ
イ
人
が
生
活
し
て
い
る
。
タ

イ
側
の
ノ
ー
ン
カ
ー
イ
県
お
よ
び
ム
ク
ダ
ー
ハ
ー

ン
県
は
、
タ
イ
で
は
経
済
発
展
が
最
も
遅
れ
て
い

る
東
北
部
に
属
し
、
と
も
に
産
業
に
占
め
る
製
造

業
の
割
合
は
小
さ
く
農
業
が
主
要
産
業
で
あ
る
。

ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
と
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
と
で
、
橋

が
建
設
さ
れ
る
以
前
の
状
況
と
比
べ
る
と
両
都
市

の
明
確
な
違
い
は
、
次
に
用
に
要
約
で
き
る
。
ま

ず
最
も
大
き
な
違
い
は
、
周
辺
地
域
と
の
接
続
性

か
ら
来
る
地
理
的
な
条
件
で
あ
る
。
首
都
ビ
エ
ン

チ
ャ
ン
は
、
終
着
点
の
側
面
が
強
い
。
首
都
ビ
エ

ン
チ
ャ
ン
経
由
で
ラ
オ
ス
の
他
県
や
さ
ら
に
は
ベ

ト
ナ
ム
に
運
ば
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
ビ
エ
ン

チ
ャ
ン
を
起
点
な
い
し
終
点
と
し
て
貿
易
が
行
わ

れ
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
県
は
、
ラ
オ
ス
国
内
で
は
、
実

質
的
に
ベ
ト
ナ
ム
と
タ
イ
と
の
ア
ク
セ
ス
が
平
野

で
唯
一
可
能
な
場
所
で
あ
り
、
両
国
を
結
ぶ
地
理

的
な
要
所
に
位
置
し
て
い
る
。

次
に
、
人
口
密
度
に
大
き
な
違
い
が
存
在
す
る

（
図
1
）。
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
県
の
人
口
は
、
首
都

ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
の
約
一・
五
倍
だ
が
、
面
積
も
５

倍
以
上
と
大
き
い
。一
般
的
に
、首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ

ン
と
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
県
は
、
と
も
に
ラ
オ
ス
の

四
大
都
市
圏
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
同
列
で
論
じ
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
う
し
た
見
方
は
実
情
を

見
誤
る
こ
と
結
果
に
な
る
可
能
性
が
高
い
。
首
都

ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
は
、
面
積
が
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
県

と
同
程
度
の
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
県
の
人
口
の
多
い
メ

コ
ン
川
沿
い
の
諸
郡
が
切
り
離
さ
れ
、
設
立
さ
れ

た
首
都
で
あ
る
。
現
在
の
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
県
で

ケ
オ
ラ・ス
ッ
ク
ニ
ラ
ン

︱
︱
メ
コ
ン
橋
を
中
心
に

ラ
オ
ス
―
タ
イ
越
境
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
経
済
活
動

1  アジア開発銀行（ADB）や日本では、
第二メコン国際橋と呼ばれることが多い
が、現地では第二メコン友好橋と呼ばれ
ているため、本書では後者で統一する。

2  第三メコン友好橋は、タイ政府が、建設費用を全額負担すること方向で
建設されている（Bangkok Post, 2007年12月５日を参照）。二〇〇九
年三月六日にラオスのブンニャン副大統領とタイのシリントン王女が参
列した起工式が行われた（第二地方広報機構のウェブサイトを参照）。

メコン地域 ―越境手続き自由化の展望と国境経済圏の形成 特　　集
表１　 メコン友好橋が完成した年の首都ビエンチャンとサワンナケートの概要

首都ビエンチャン
（1994年）

サワンナケート
（2006年）

人口１）（人） 524,107 825,902
面積２）（㎢） 3,920 21,774
　村数３） 500 1,543
人口密度（人/㎢） 133 39
１人当たり県内総生産４）

（米ドル/人） 651 485

（出所） 1 首都ビエンチャンは1995年の国政調
査、サワンナケートは2005年度社会
経済計画実施報告書に基づく。

  2 年間報告書、国家統計局、計画投資省。
  3 国家統計局統計に基づき、筆者集計。
  4 首都ビエンチャンは筆者推計。サワ

ンナケートは2005年度社会経済計画
実施報告書に基づく。
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3  公開されている統計では、ムクダーハーン＝サワンナケー
ト間は、ノーンカーイ＝首都ビエンチャン間のように、ト
ランジット貿易（再輸出）の項目がないため、輸出額の数
字にトランジット貿易が含まれているものと考えられる。

も
か
か
わ
ら
ず
、
橋
が
完
成
し
た
翌
年
の
二
〇
〇
七

年
に
は
、
四
〇
万
人
に
ま
で
大
き
く
伸
び
た
。

つ
ま
り
、
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
で
六
年
か
け
て
達
成

し
た
水
準
に
、
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
で
は
橋
開
通
後

一
年
で
達
し
た
こ
と
に
な
る
。
背
景
に
は
、
サ
ワ

ン
ナ
ケ
ー
ト
県
経
由
で
、
ベ
ト
ナ
ム
中
部
の
観
光

地
を
訪
れ
る
タ
イ
人
が
急
増
し
た
こ
と
が
あ
る
。

第
二
メ
コ
ン
友
好
橋
経
由
で
ラ
オ
ス
に
入
る
タ
イ

人
は
、
タ
イ
の
ム
ク
ダ
ー
ハ
ー
ン
県
を
朝
出
発
す

れ
ば
、
ラ
オ
ス
の
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
県
経
由
で
、

午
後
に
は
ベ
ト
ナ
ム
中
部
の
都
市
の
ホ
テ
ル
に

チ
ェ
ッ
ク
・
イ
ン
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ベ

ト
ナ
ム
の
ド
ン
ハ
ー
県
外
務
委
員
会
の
話
に
よ
る

と
、
橋
が
開
通
し
て
か
ら
特
に
土
日
で
は
、
ド
ン

ハ
ー
市
が
タ
イ
人
で
ご
っ
た
返
し
て
い
る
こ
と
も

し
ば
し
ば
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
国
境
周
辺
の

補
完
的
な
資
源
の
共
同
利
用
は
、
必
ず
し
も
二
国

間
と
は
限
ら
ず
、
三
ヵ
国
に
わ
た
る
広
範
囲
な
越

境
の
補
完
関
係
が
構
築
さ
れ
る
事
例
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
、
第
一
メ
コ
ン
友
好
橋
経
由
で
ラ
オ
ス

に
入
る
外
国
人
観
光
客
は
、
主
に
大
型
バ
ス
等
で

ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
首
都
に
入
る
タ
イ
人
や
そ
の
他
の

短
期
観
光
客
と
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
経
由
で
ラ
オ

ス
の
他
の
地
域
を
め
ざ
す
観
光
客
と
に
分
け
ら
れ

る
。
前
者
は
、
ほ
と
ん
ど
が
、
日
帰
り
の
非
常
に

短
期
間
の
観
光
や
買
い
物
が
目
的
で
あ
る
の
に
対

し
、
後
者
は
、
直
接
ア
ク
セ
ス
が
難
し
い
ラ
オ
ス

国
内
の
観
光
地
へ
向
か
う
バ
ッ
ク
・
パ
ッ
カ
ー
な

ど
第
三
国
か
ら
来
た
外
国
人
観
光
客
が
中
心
で
あ

る
。
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
観
光
の
目
的
地
が
ラ

オ
ス
国
内
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
首
都
ビ
エ

●
ラ
オ
ス・
タ
イ
第
一
お
よ
び
第
二
メ

コ
ン
友
好
橋
の
効
果

両
地
域
と
も
、
橋
が
完
成
し
た
後
に
、
ヒ
ト
、

モ
ノ
、
投
資
の
越
境
し
た
流
れ
が
大
き
く
変
化
し

た
。
本
項
で
は
、
外
国
人
観
光
客
、
貿
易
、
お
よ

び
外
国
直
接
投
資
を
、
ぞ
れ
ぞ
れ
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、

投
資
の
流
れ
の
指
標
と
し
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
統

計
デ
ー
タ
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
橋
完
成
後

の
変
化
を
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。

（
１
）
ヒ
ト
の
流
れ

図
２
に
は
、
外
国
人
観
光
客
が
入
国
可
能
な
国

境
検
問
所
ご
と
の
外
国
人
観
光
客
の
入
国
者
数
の

推
移
が
示
さ
れ
て
い
る
。
メ
コ
ン
川
が
タ
イ
と
の

国
境
に
な
っ
て
い
る
地
域
に
は
、
メ
コ
ン
友
好
橋

が
建
設
さ
れ
た
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
お
よ
び
サ
ワ

ン
ナ
ケ
ー
ト
県
以
外
に
、
ボ
ケ
オ
県
、
ボ
リ
カ
ム

サ
イ
県
、
カ
ム
ア
ン
県
の
国
境
ゲ
ー
ト
が
あ
る
。

図
か
ら
明
ら
か
の
よ
う
に
、
外
国
人
観
光
客
は
、

実
質
的
に
入
国
が
可
能
と
な
っ
た
一
九
九
一
年
か

ら
徐
々
に
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
年
間
一
〇
万

人
を
突
破
し
て
い
る
の
は
、
第
一
メ
コ
ン
友
好
橋

お
よ
び
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
県
（
第
二
メ
コ
ン
友
好

橋
と
デ
ン
サ
ワ
ン
を
含
む
）
だ
け
で
あ
る
。
第
一

メ
コ
ン
友
好
橋
で
は
、
橋
が
開
通
し
た
一
九
九
四

年
の
翌
年
に
入
国
す
る
外
国
人
観
光
客
が
そ
れ
ま

で
の
二
倍
以
上
と
な
る
二
〇
万
人
以
上
に
急
増
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
県
で
は
、

第
二
メ
コ
ン
友
好
橋
が
完
成
す
る
ま
で
、
年
間
約

一
〇
万
人
を
上
限
に
増
減
を
繰
り
返
し
て
い
た
に

い
う
と
、
メ
コ
ン
川
沿
い
に
あ
る
カ
イ
ソ
ン
・
ポ

ム
ヴ
ィ
ハ
ー
ン
郡
（
元
カ
ン
タ
ブ
リ
ー
郡
）
等
に

近
い
。
首
都
と
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
県
の
メ
コ
ン
川

沿
い
周
辺
の
郡
だ
け
を
比
較
す
る
と
、
サ
ワ
ン
ナ

ケ
ー
ト
の
人
口
が
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
の
約
半
分

に
留
ま
る
。
反
対
に
、
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
県
と
同

じ
面
積
の
地
域
を
合
わ
せ
る
と
、
首
都
周
辺
の
人

口
は
、
一
二
〇
万
人
近
く
に
な
り
、
こ
れ
も
、
サ

ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
県
よ
り
大
き
く
な
る
。

こ
の
ほ
か
、
県
内
の
様
々
な
社
会
・
経
済
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
状
況
に
も
大
き
な
開
き
が
存
在
し
た

（
表
２
）。
二
〇
〇
六
年
の
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
県
で

は
、
中
心
部
の
数
本
の
道
路
お
よ
び
ラ
オ
ス
区
間

の
東
西
経
済
回
廊
し
か
舗
装
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま

た
電
気
や
水
道
も
事
実
上
こ
れ
ら
の
道
路
沿
い
し

か
整
備
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

一
九
九
四
年
の
首
都
で
は
、
遥
か
に
広
い
地
域
が

舗
装
（
簡
易
舗
装
を
含
む
）
さ
れ
、
ま
た
水
道
や

電
気
が
利
用
で
き
る
状
況
に
あ
っ
た
。
国
際
空
港

も
一
九
九
四
年
の
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
に
は
存
在
、

二
〇
〇
六
年
の
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
に
は
な
か
っ
た
。

高
校
以
上
の
高
等
教
育
機
関
が
、
す
べ
て
首
都
に

あ
っ
た
の
に
対
し
、
二
〇
〇
六
年
の
サ
ワ
ン
ナ

ケ
ー
ト
で
は
総
学
生
数
が
一
二
〇
〇
人
に
も
み
た

な
い
四
つ
の
短
期
大
学
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
。

ま
た
、
一
九
九
七
年
度
の
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
と

二
〇
〇
二
度
の
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
を
比
較
し
て
も
、

電
気
、
道
路
、
安
全
な
水
、
初
等
教
育
へ
の
ア
ク

セ
ス
に
お
い
て
、
大
き
な
格
差
が
存
在
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

表２　インフラ整備状況
首都ビエンチャン

（1997/1998年）
サワンナケート

（2002/2003年）
電気にアクセスできる村（％） 100 35
乾期にアクセス可（％） 100 96
雨期にアクセス可（％） 100 64
安全な水がある村（％） 89 55
小学校のある村（％） 88 75

（出所） Lao Expenditure and Consumption Survey 
1997/98 (LECS2) and 2002/03 (LECS3), 

 　国家統計局,計画投資省。
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図１　 首都ビエンチャンとサワンナケートの郡レベル
地図と人口（2005年）
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く
上
回
っ
て
い
る
。
一
九
八
九
年
以
降
、
首
都
ビ

エ
ン
チ
ャ
ン
で
は
、
外
国
直
接
投
資
の
認
可
が
、

累
積
で
一
〇
〇
〇
件
以
上
認
可
さ
れ
て
い
る
の
に

対
し
、
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
県
で
は
、
わ
ず
か
約

五
〇
件
に
過
ぎ
ず
、
人
口
密
度
の
違
い
だ
け
で
は

説
明
で
き
な
い
大
き
な
差
が
あ
る
。
首
都
で
橋
が

完
成
し
て
か
ら
約
一
五
年
経
っ
た
の
に
比
べ
、
サ

ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
で
橋
が
本
格
的
に
運
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
二
〇
〇
七
年
春
に
な
っ
て
か
ら

で
あ
り
５
、
橋
が
開
通
し
た
後
の
期
間
の
違
い
が

も
た
ら
す
格
差
と
考
え
る
こ
と
も
あ
る
程
度
説
明

が
つ
く
。
し
か
し
な
が
ら
、
橋
の
建
設
が
投
資
に

与
え
る
影
響
は
、「
橋
の
完
成
後
」
で
は
な
く
、

将
来
の
橋
の
建
設
を
見
越
し
た
「
橋
の
着
工
後
」

に
顕
著
現
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
各
県
の
投
資
認
可

件
数
の
累
積
件
数
を
求
め
、
累
積
件
数
に
対
し
橋

が
着
工
さ
れ
た
後
の
累
積
件
数
の
割
合
を
み
る
と
、

首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
で
は
約
九
九
パ
ー
セ
ン
ト
、

開
通
し
て
間
も
な
い
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
で
も
約
七

割
と
非
常
に
高
い
。

次
に
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
と
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト

県
と
で
、
外
国
直
接
投
資
部
門
の
違
い
に
つ
い
て

は
、
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
へ
の
認
可
に
お
け
る
特
徴

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
と
違
い
、

植
林
を
含
む
農
林
業
と
鉱
物
採
掘
を
含
む
鉱
工
業

の
割
合
が
高
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
首
都
ビ
エ

ン
チ
ャ
ン
は
面
積
が
狭
く
、
天
然
資
源
が
ほ
と
ん

ど
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
農
業
や
植
林
に
利
用
で

き
る
空
き
地
も
少
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
サ
ワ
ン

ナ
ケ
ー
ト
県
で
は
、
ラ
オ
ス
最
大
の
金
・
銅
鉱
山

が
操
業
中
で
、
多
く
の
鉱
物
資
源
が
確
認
さ
れ
て

て
い
る
が
、
二
〇
〇
六
年
ま
で
は
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー

ト
県
か
ら
ム
ク
ダ
ー
ハ
ー
ン
県
へ
の
輸
出
は
、
さ

ら
に
そ
れ
よ
り
も
低
い
水
準
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、

第
二
メ
コ
ン
友
好
橋
が
開
通
し
た
二
〇
〇
六
年
の

翌
年
で
は
、
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
県
か
ら
ム
ク
ダ
ー

ハ
ー
ン
県
へ
の
輸
出
が
、
一
気
に
五
倍
以
上
増
加

し
た
。
増
加
の
要
因
は
、
ラ
オ
ス
が
二
〇
〇
六
年
か

ら
本
格
的
に
陸
路
で
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
県
か
ら
銅

を
輸
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か

し
、
約
一
三
〇
億
バ
ー
ツ
（
約
四
億
米
ド
ル
）
の

タ
イ
側
へ
の
輸
出
の
増
加
分
は
、
銅
の
輸
出
の
急

増
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
。
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト

県
か
ら
ム
ク
ダ
ー
ハ
ー
ン
県
へ
の
輸
出
の
増
加
に

は
、
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
経
由
の
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の

タ
イ
へ
の
再
輸
出
分
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が

高
い
４
。

こ
の
橋
の
効
果
と
し
て
の
モ
ノ
の
流
れ
の
変
化

は
、
ヒ
ト
の
流
れ
と
同
様
、
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン

と
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
で
は
異
な
っ
た
様
子
が
観
測

で
き
る
。
タ
イ
側
と
の
一
対
一
の
や
り
と
り
の
傾

向
が
強
い
首
都
に
対
し
、
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
は
、

タ
イ
と
ベ
ト
ナ
ム
の
中
継
地
と
し
て
の
機
能
を
果

た
し
て
い
る
。

（
３
）
投
資
の
流
れ

こ
こ
で
は
、
橋
が
建
設
さ
れ
、
そ
し
て
開
通
す

る
こ
と
へ
の
投
資
家
の
関
心
の
高
さ
を
示
す
資
料

と
し
て
、
外
国
直
接
投
資
の
認
可
件
数
で
実
際
の

投
資
の
流
れ
を
評
価
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

ま
ず
、
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
と
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー

ト
県
で
み
た
場
合
、
件
数
で
は
常
に
首
都
が
大
き

ン
チ
ャ
ン
で
入
国
す
る
外
国
人
観
光
客
の
数
は
、

首
都
周
辺
の
観
光
資
源
に
左
右
さ
れ
る
。

（
２
）
モ
ノ
の
流
れ

図
３
は
、
タ
イ
の
各
地
方
の
税
関
が
公
開
し
て

い
る
統
計
か
ら
、
第
一
メ
コ
ン
友
好
橋
の
あ
る
首

都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
＝
ノ
ー
ン
カ
ー
イ
間
お
よ
び
第

二
メ
コ
ン
友
好
橋
の
あ
る
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
＝
ム

ク
ダ
ー
ハ
ー
ン
間
の
国
境
貿
易
統
計
が
示
さ
れ
て

い
る
。

第
一
メ
コ
ン
友
好
橋
が
開
通
す
る
一
九
九
四
年

ま
で
は
、
ノ
ー
ン
カ
ー
イ
か
ら
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ

ン
へ
の
輸
出
と
、
ム
ク
ダ
ー
ハ
ー
ン
か
ら
サ
ワ
ン

ナ
ケ
ー
ト
へ
の
輸
出
３
は
、
と
も
に
同
程
度
の
水

準
で
あ
っ
た
が
、
橋
が
開
通
し
た
効
果
か
ら
か
、

一
九
九
五
年
か
ら
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
へ
の
輸
出
（
通

過
を
含
ま
な
い
）
が
大
き
く
増
加
し
た
。
そ
の
後
、

一
九
九
〇
年
代
後
半
に
か
け
、
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト

県
で
も
同
水
準
ま
で
増
大
し
た
が
、
二
〇
〇
七
年

ま
で
に
ノ
ー
ン
カ
ー
イ
県
か
ら
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ

ン
へ
の
輸
出
が
ム
ク
ダ
ー
ハ
ー
ン
県
か
ら
サ
ワ
ン

ナ
ケ
ー
ト
県
へ
の
輸
出
に
比
べ
、
六
倍
近
く
そ
の

差
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
。

し
か
し
、
ラ
オ
ス
側
か
ら
タ
イ
に
輸
出
す
る
場

合
は
、
異
な
っ
た
動
き
が
観
察
さ
れ
る
。
ま
ず
、

首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
か
ら
ノ
ー
ン
カ
ー
イ
県
へ
の

輸
出
は
、
通
常
の
輸
出
よ
り
も
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
貿

易
が
多
い
。
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
か
ら
タ
イ
へ
の

純
輸
出
は
、
再
輸
出
を
含
む
タ
イ
へ
の
輸
出
の
五

分
の
一
以
下
で
、
タ
イ
側
が
現
在
、
首
都
ビ
エ
ン

チ
ャ
ン
に
と
っ
て
消
費
地
で
は
な
い
こ
と
を
示
し

図３　 首都ビエンチャン・ノーンカーイおよび 
サワンナケート・ムクダーハーン間の貿易

（出所）タイの地方対外貿易室に基づく。

30,000 第１メコン友好橋開通 第２メコン友好橋開通

ノンカイ―ビエンチャン
ノンカイ―ビエンチャン（通過）

ビエンチャン―ノンカイ（通過）
ムクダハーン―サワンナケート
サワンナケート―ムクダハーン

ビエンチャン―ノンカイ
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0

図２　国境検問所別外国人入国者数の推移

（出所）ラオス観光庁。
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ボケオ
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ルアンナムター
カムアン
ルアンパバン
サイヤブリー
シェンクアン
フアパン

第１メコン友好橋開通 第２メコン友好橋開通

5  公式的な橋の開通は二〇〇六年
一二月一九日であるが、地方間
の必要な関係規則の作成と合意
にさらに数ヵ月を要した。

4  県庁職員やサワンナケートのベトナム人会会長によると、事実ニンニクなどの農産物およびそのほかの
消費財が、ラオス経由でタイに輸出されているといわれている。また、タイ側からラオスに輸入しなけ
ればならないものが増加している一方の状況では、タイとの貿易赤字を少しでも解消するために、ベト
ナムのトランジット貿易を活用すべきとの意見も、サワンナケート県の指導部では実際に出ている。
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う
に
、
回
廊
沿
い
の
地
域
が
ヒ
ト
と
モ
ノ
の
素
通

り
を
恐
れ
る
あ
ま
り
、
積
極
的
に
国
の
枠
を
超
え

た
回
廊
全
体
の
発
展
に
参
加
で
き
な
い
こ
と
は
、

関
係
国
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。
む
し
ろ
、

ガ
ソ
リ
ン
・
ス
タ
ン
ド
や
サ
ー
ビ
ス
・
エ
リ
ア
の

設
置
な
ど
「
立
ち
寄
り
」
を
促
す
試
み
が
重
要
で

あ
る
。
最
後
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
否
に
影
響

を
与
え
る
も
の
と
し
て
、
各
地
域
の
初
期
条
件
だ

け
で
は
な
く
、
実
施
中
ま
た
は
、
実
現
さ
れ
た
後

の
、
取
り
組
み
姿
勢
も
重
要
で
あ
る
点
を
指
摘
し

て
お
き
た
い
。

（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
） 
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る
観
光
地
へ
行
く
た
め
に
素
通
り
す
る
だ
け
で
あ

る
。
橋
を
利
用
し
た
モ
ノ
の
移
動
も
、
ヒ
ト
の
移

動
と
ほ
ぼ
同
様
な
様
相
を
示
す
。
投
資
に
つ
い
て

は
、
橋
の
完
成
前
後
に
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
で
の

製
造
業
が
大
き
く
成
長
し
た
の
に
比
べ
、
サ
ワ
ン

ナ
ケ
ー
ト
で
は
、
橋
が
完
成
し
た
一
年
以
上
の

二
〇
〇
九
年
初
時
点
で
も
、
製
造
業
に
お
け
る
外

国
直
接
投
資
に
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
が
、

優
位
性
の
あ
る
土
地
や
資
源
関
連
事
業
の
認
可
、

実
施
は
と
も
に
大
き
く
伸
び
て
い
る
。

多
額
の
資
金
お
よ
び
二
国
間
・
多
国
間
の
様
々

な
関
係
機
関
の
協
力
を
必
要
と
す
る
越
境
イ
ン
フ

ラ
整
備
で
は
、
可
能
な
限
り
よ
り
大
き
な
効
果
が

期
待
さ
れ
る
。
本
章
の
分
析
に
基
づ
き
提
言
を
行

い
、
結
び
と
し
た
い
。
第
一
に
、
越
境
イ
ン
フ
ラ

を
整
備
す
る
関
係
国
は
、
自
国
の
希
望
の
み
を
重

視
し
、
他
の
地
域
と
の
違
い
を
無
視
し
た
形
で
目

的
を
設
定
せ
ず
、
補
完
的
な
資
源
を
も
っ
て
い
る

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
全
体
に
資
す
る
よ
う
な
目
標
の

設
定
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン

と
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
の
場
合
で
い
え
ば
、
首
都
で

は
高
い
人
口
密
度
と
比
較
的
に
整
備
さ
れ
た
イ
ン

フ
ラ
を
活
か
し
た
経
済
活
動
を
強
化
し
、
そ
し
て

サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
で
は
広
い
土
地
を
必
要
と
す
る

植
林
や
農
産
物
加
工
業
を
め
ざ
す
べ
き
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

第
二
に
、
二
ヵ
国
以
上
が
関
係
す
る
国
境
経
済

圏
開
発
や
越
境
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
の
場
合
、
相

手
が
よ
り
大
き
な
便
益
を
受
け
る
こ
と
は
、
必
ず

し
も
自
分
に
と
っ
て
も
悪
い
こ
と
で
は
な
い
と
認

識
す
べ
き
で
あ
る
。
東
西
経
済
回
廊
の
現
状
の
よ

い
る
ほ
か
、
県
全
体
の
面
積
が
非
常
に
広
大
で
あ

る
た
め
、
大
規
模
な
植
林
、
ま
た
は
商
品
作
物
の

栽
培
が
可
能
な
状
況
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
う
し

た
違
い
は
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
と
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー

ト
県
と
の
リ
ソ
ー
ス
の
違
い
が
大
き
く
反
映
さ
れ

た
も
の
と
い
え
よ
う
。

首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
に
、
外
国
直
接
投
資
を
含

む
製
造
業
が
あ
る
程
度
集
中
し
て
い
る
こ
と
は
、

周
知
の
事
実
で
あ
る
。こ
れ
は
、人
口
密
度
や
様
々

な
資
本
や
人
的
資
源
の
蓄
積
の
有
無
が
関
係
し
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
外
国
直
接
投
資
の
増

加
の
要
因
が
橋
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
や
首
都
ビ

エ
ン
チ
ャ
ン
と
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
の
初
期
条
件
の

違
い
が
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
た
結
果
に
結
び
つ
い

た
か
を
よ
り
高
い
信
頼
度
で
証
明
す
る
に
は
、
大

規
模
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
に
よ
る
考
察
が
必
要

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
の
初
歩
的

な
考
察
は
、
そ
の
地
域
に
存
在
し
て
い
る
リ
ソ
ー

ス
の
違
い
が
、
外
国
直
接
投
資
の
受
入
部
門
な
ど

で
、
異
な
っ
た
結
果
を
も
た
ら
す
可
能
性
を
示
し

て
い
る
。

●
お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
の
分
析
か
ら
、
初
期
条
件
の
様
々
な

違
い
が
存
在
し
、
そ
の
違
い
が
ふ
た
つ
の
橋
の
完

成
後
の
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
投
資
の
動
き
が
異
な
っ
た

様
相
を
示
す
要
因
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
示
し
た
。
多
く
の
タ
イ
人
観
光
客
が
、
ラ
オ
ス

の
首
都
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
比
べ
、
サ

ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
県
の
場
合
、
急
増
し
た
タ
イ
か
ら

の
観
光
客
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ベ
ト
ナ
ム
中
部
に
あ

図４　 サワンナケートと首都ビエンチャンにおける
　　　外国直接投資認可件数の推移 （2008年７月まで）

（出所） 国内外投資促進
局統計に基づき、
筆者集計。
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